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論文の和文概要（300 字程度）： 
カーボンナノチューブ(CNT)は、非常に高いヤング率を有していることや、高い導電性を持ち合わせて
いることなど、その特異な性質によって多くの研究者の興味を引いてきた。 
二層カーボンナノチューブ(DWCNT)の振動現象は、近年多くの研究者によって研究がなされている。 
そうした研究の中で注目されている現象が、カーボンナノチューブの振動の減衰であり、この減衰の原
因はまだ究明されていない。 
 
ナノスケールの物質の力学的な特性を調べるシミュレーションには分子動力学法が用いられるが、この
物性を調べる上で、最重要となるのが原子間ポテンシャルの選出である。本研究で用いるポテンシャル
のうちの一つが、Tersoff-Brenner ポテンシャルであり、これは Brenner によって開発され、炭素材料
一般の物性をよく表現するため CNT やフラーレンの解析に多く用いられてきた。また DWCNT の振動
現象を再現するもう一つのポテンシャルとして Lennard-Jones ポテンシャルを用いた。このポテンシ
ャルは Ar のような希ガスのモデルをよく再現するポテンシャルとしてよく用いられる。DWCNT のチ
ューブ間に働く原子間相互作用ポテンシャルとして Lennard-Jones ポテンシャルを用いた。 
 
本研究では、未だ解析されていないチューブの表面積と振動の減衰に関する DWCNT の分子動力学解
析を行った。それぞれの DWCNT を同じ長さで外側チューブと内側チューブの距離が同程度になるよ
うにモデリングし、径の大きさだけを変化させることで、DWCNT の表面積が振動に与える影響を解析
した。同じ長さの DWCNT の振動の対数減衰率は、内側チューブの径の大きさに対し指数関数的に増
加することがわかった。周波数はどれも 55.6GHz だった。長さ 8nm、(5,5)/(10,10)の DWCNT の振動
シュミレーションでは、長さ 5nm の DWCNT のシミュレーションで得られたものよりも減衰は遅く、
周波数は 33.3GHz だった。この結果からチューブの縦横比にも減衰が依存していることが推測された。 
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